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国 語 科    第６学年 

 

 《教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成》  

 ○  学習の基盤となる資質・能力の育成について  

  ・言語能力の育成  

本実践では、複数の情報を関係付け、考えを形成する力の育成を図る。そのために

は、調べ学習の手引きである「パスファインダー」をつくる言語活動が効果的である。  

・情報活用能力の育成  

本実践では、「情報の収集」と「整理・分析」の学習活動の充実を、教科等横断的

な学習により行っていく。そのためには、学校図書館の利活用及び１人１台端末を適

切に活用していくことが効果的である。  

  ・問題発見・解決能力の育成  

   本実践では、地球温暖化問題について当事者意識をもって捉え、自分なりの解決の

道筋を考える力の育成を図る。そのためには、地域の環境保全団体や公共施設との連

携が効果的である。  

 

 

１  単元名「『雪は新しいエネルギー』を読み、「地球温暖化」ミニパスファインダーを   

つくろう」  

 

２  単元の目標  

○情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解 

し使うことができる。                     〈知識及び技能〉 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くこと  

ができる。                          〈知識及び技能〉 

〇目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の 

 進め方について考えたりすることができる。     〈思考力、判断力、表現力等〉 

〇文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができる。  

〈思考力、判断力、表現力等〉 

  ○言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して、思   

いや考えを伝え合おうとする。           〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

 

教科等横断的な視点を取り入れた授業実践 
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３  教科等横断的な視点を取り入れた授業実践について  

（１）単元で育てたい力   

○情報を関係付けながら整理し、テーマに関する自分の考えを、ミニパスファインダー

上に適切に表現することができる。【国語：言語能力】 

（２）教科等横断的な視点に立った育てたい力  

○地球温暖化問題について当事者意識をもって捉え、自分なりの解決の道筋を考える

ことができる。【総合的な学習の時間：問題発見・解決能力】 

（３）共通の育てたい力  

○学校図書館の利活用と１人１台端末の活用によって、「情報の収集」と「整理・分析」

を適切に行うことができる。【共通：情報活用能力】 

（ ４ ） 単 元 の 評 価 規 準   

知識・技能  思考・判断・表現  
主体的に学習に取り組む

態度 

①情報と情報との関係付

けの仕方、図などによる

語句と語句との関係の

表し方を理解し使って

いる。（（２）イ）  

②日常的に読書に親しみ、

読書が、自分の考えを広

げることに役立つことに

気付いている。（（３）オ） 

①「読むこと」において、目

的に応じて、文章と図表な

どを結び付けるなどして

必要な情報を見付けたり、

論の進め方について考え

たりしている。（ C ウ）  

②「読むこと」において、文

章を読んで理解したこと

に基づいて、自分の考えを

まとめている。（ C オ）  

①学習の見通しをもち、

自分の伝えたい内容を

表現しようとしたり、

学習を振り返り、次時

やこれからの言語生活

に生かそうとしたりし

ている。  

 

 

４  指 導 計 画  

時  
学  習 活  動 

★教科等横断的な学習活動  

備考  

★教科等横断的な学習  

◎記録に残す評価  

□学習状況の確認  

 

 

 

 

 

★地域の環境保全団体をゲストティーチャーと

した授業で、地球温暖化の現状や課題につい

て知り、「地球温暖化」をテーマに学習を行

う見通しをもつ。【総合的な学習の時間】  

 

 

★地球温暖化問題について当

事者意識をもって、感想を

書いているかの確認。 

【問題発見・解決能力】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地球温暖化」ミニパスファインダーづくり

の見通しをもとう。  

「地球温暖化」について知ろう。  

「パスファインダー」とは、特定の
テーマに関する資料や情報を収集
する手順をまとめたものであり、
主に公立図書館で作成・利用され
ている。  
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１  

〇パスファインダーについて知る。  

・公立図書館の「絶滅危惧種」「地球温暖化」

に関するパスファインダーと教師見本の「絶

滅危惧種」ミニパスファインダー（図１）を

比較して読む。  

 

○「地球温暖化」ミニパスファインダーづくり

の学習計画を立てる。  

・「雪は新しいエネルギー」を共通教材とし

て、キーワードの探し方、紹介文の書き方、

図表の選び方、などを学ぶ見通しをもつ。  

 

○第１回本探しを行う。  

・日本十進分類表の見方を確認する。  

・「地球温暖化」のみをキーワードにして、本

を探す。  

 

【見いだす】  

図１  教師見本のミニパスファインダー  

 

 

 

 

 

 

□知識・技能  

➁【行動分析・発言分析】  

・パスファインダー及びミニ

パスファインダーについて

理解し、キーワードから本

を探すことができているか

の確認。  

 

 

 

２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  

 

 

 

 

 

 

○「雪は新しいエネルギー」を「地球温暖化」

に関するキーワードに着目して読み、大まか

な内容をつかむ。  

・教師の読み聞かせを聞く。  

・音読をし、どこに何が書かれているかの大体

をつかむ。  

・教師見本のコンセプトマップをもとに、教材

文からキーワードを抜き出し、整理する。  

〇百科事典や用語辞典を読み、キーワードをさ

らに広げる。  

 

○「雪は新しいエネルギー」を筆者情報やその

主張に着目して読む。  

・筆者の経歴や立場を読む。  

・筆者の主張を読む。  

 

 

 

 

◎知識・技能  

 ①【行動分析・記述分析】  

・情報と情報との関係付けの

仕方、図などによる語句と

語句との関係の表し方を理

解し使っているかの確認。 

 

 

 

 

 

□知識・技能  

 ②【行動分析・記述分析】  

・筆者の情報や主張が書かれ

「雪は新しいエネルギー」を読み、ミニパスファイ

ンダーづくりに必要な力を身に付けよう。  

「ミニパスファインダー」と

は、国語科で求められる能力を

育成するために、パスファイン

ダーの一部の形式を抽出し、改

変したものである。ここでは、

キーワードの関係の整理、教材

文及び選んだ本の要約と条件

に合わせた書き換えを行う。  
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４  

 

 

 

 

 

 

５  

 

 

 

・集めた関連図書から筆者情報を探す。  

 

○「雪は新しいエネルギー」を図表に着目して

読む。 

・「図表」の定義を知る。  

・六つの図に書かれた情報を読み、難易度の座

標軸に整理する。  

・最も重要な図はどれか選び、座標軸に整理し、

考えを共有する。  

○「雪は新しいエネルギー」をミニパスファイ

ンダーの形式に書き換える。  

・一段落目には、本の概要と筆者情報を書く。   

・二段落目には、重要な図表の説明を書く。  

・三段落目には、筆者の主張と自分の考えを書

く。 

【自分で取り組む】   

ているところを探すことが

できているかの確認。  

 

◎思考・判断・表現  

①【記述分析】  

・文章と図表を結び付けて必

要な情報を見付けたり、重

要な図表を選べたりしてい

るかの確認。  

 

◎思考・判断・表現  

 ②【記述分析】  

・これまで得た情報をもと

に、紹介文への書き換えを

行い、自分の考えをまとめ

ているかの確認。  

 

 

 

６  

 

 

 

 

 

 

 

７  

 

 

 

 

 

 

 

 

８  

 

 

 

 

 

○第２回本探しを行う。  

・コンセプトマップをもとに、第１回で見つけ

られなかった本を加えられるようにする。  

・２類や９類、絵本からも探すように声をかけ

る。 

・本の「目次」「索引」「そで」「前書き」「後書き」

に着目させ、本の概要や筆者の主張を短時間

で把握できるようにする。  

〇集めた本を大まかに分類し、ミニパスファイ

ンダー上で紹介する本を選ぶ。  

 

○選んだ本を読み、必要な情報を整理する。  

・筆者情報  ・筆者の主張  ・本の概要  

・重要な図表  ・教材と本の関係  

 

 

 

〇選んだ本の情報をミニパスファインダーの形

式に書き換える。 

・一段落目には、本の概要と筆者情報を書く。   

 

 

 

□知識・技能  

②【発言分析・記述分析】 

・本の検索方法や情報収集の

方法を理解し、読書が自分

の考えを広げることに役立

つことに気付いているかの

確認。 

 

 

 

□思考・判断・表現  

①【記述分析】  

・文章の要旨を把握していた

り、文章と図表を結び付け

て必要な情報を見付けてい

たりするかの確認。  

 

◎思考・判断・表現  

 ②【記述分析】  

・これまで得た情報をもと

選んだ本の情報を書き換え、「地球温暖化」

ミニパスファインダーを完成させよう。  
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・二段落目には、重要な図表の説明を書く。  

・三段落目には、筆者の主張と自分の考えを書く。 

・「雪は新しいエネルギー」と自分が選んだキー

ワードや本との関係を見直し、タイトルを決

める。  

に、紹介文への書き換えを

行い、自分の考えをまとめ

ているかの確認。  

 

 

 

９  

 

 

 

〇完成したミニパスファインダーを読み合い、

感想を交流する。  

〇学習を振り返る。  

◎主体的に学習に取り組む態

度  

①【発言分析・記述分析】 

・学習を振り返り、身に付け

た力を自覚したり、生活に

生かそうとしたりしている

かの確認。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★地球温暖化の現状や解決に向けた取組につい

て発信する方法を話し合い、表現方法ごとに

グループを編成する。  

・「地球温暖化」パスファインダー（図２）  

・プレゼンテーション  

・リーフレット   

・ポスター  など。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★地球温暖化についてこれまで集めた資料や情

報を整理し、不足している情報を収集する。  

 

 

★編集会議を行い、分担を決めたり、必要な情

報を検討したりする。 

・だれに伝えるか。   

図２「地球温暖化」パスファインダー  

 

 

 

 

 

★国語科の既習の内容から、

自分の考えを表現すること

に適した方法を選択してい

るかの確認。 

【問題発見・解決能力】  

 

★本やインターネットから適

切に情報を収集し、キーワー

ドと関連付けて整理してい

るかの確認。【情報活用能力】 

★編集会議において、自分の考

えを適切に伝えているかの

確認。【言語能力】  

 

ミニパスファインダーづくりの学習を振り返

ろう。 

「地球温暖化」について学んだことを校内や

地域に発信しよう。  

総合的な学習の時間では、実際

に図書館等で活用されること

を想定して、複数の本を関係付

けたパスファインダーを作成

する。扱う冊数が多くなるた

め、３人程度でタブレット端末

を使って共同編集を行う。  
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・何を伝えるか。 

・どの順で伝えるか。  

★グループごとに作成する。 

※成果物は、校内や学校図書館、地域の公立図

書館に展示する。  

【広げ深める】  

 

 

★担当する表現方法に合わせ

て、自分の考えを適切に表

現している。【言語能力】  

 

 

 

 

 

 

 

★「環境学習発表会」で、自身の取組や地球温暖

化問題について考えたことを下級生や地域の

方々に発表する。  

★学習全体を振り返る。  

【まとめあげる】  

 

 

★地球温暖化問題に関して、

自分なりの解決の道筋を考

えることができている。  

【問題発見・解決能力】 

 

５  実践  

（１）目指す子供の姿  

・学習の基盤となる資質・能力の育成について  

ア  言語能力の育成①（第５時）   

（ア）児童を見取る際の主なポイント  

  タブレット端末上の座標軸ワークシートでの思考操作と理由の記述内容を見取る。

文章中の図を難易度や重要度で比較しながら、並び替える活動における行動分析を行

う。また、並び替えた理由の記述がテーマや文章中の情報と適切に関わっているかを

分析する。  

（イ）指導と評価の実際   

①第５時の授業の概要   

    第５時は、「雪は新しいエネルギー」の中で、最も重要な図表を選ぶことを学習

課題とした。まず、扱われている六つの図を難易度順に並び替える活動を通して、

児童の情報の理解度を把握した。多くの児童が難しいと答えた図については、対応

する文章を音読したり、図に注釈を書き加えたりして、正確な理解を促した。次に、

六つの図の中から、最も重要だと考える図を選び、その理由を共有した。重要度は

テーマである「地球温暖化」との関わりの深さから判断させた。選んだ図はミニパ

スファインダーに貼り付け、説明する文章を検討させた。 

②実際の児童の姿   

○  「おおむね満足できる」状況と評価した例  

    図３で、児童１は再生可能エネルギーの図を最も重要な図として選び、その理由  

を「地球温暖化の原因になっている温室効果ガスを排出しない新しいエネルギーに

ついて書かれているから。」と記述している。図の重要度をテーマとの関わりから

評価し、文章中の情報を使って適切に理由を書くことができていると判断し、「お

おむね満足できる」と評価した。  

学習の成果を発表し、学習全体を振り返ろう。 
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図 ３ ： 児 童 １ が 図表 を 比 較 し た ワ ーク シ ー ト  

 

○  「 十 分 満 足 で き る」 状 況 と 評 価 し た例     

   図 の 重 要 度 を テ ー マ と の 関 わ りか ら 評 価 し 、文 章 中の 情 報 の み な ら ず 、

既 有 の 知 識 と 関 連さ せ て 理 由 を 書 いて い る 。  

 

○  「 努 力 を 要 す る 」状 況 と 評 価 し た 例  

   重要な図を選んだ理由にテーマや文章中の内容との関わりが見られない。  

 

イ  言 語 能 力 の 育 成 ② （ 第 ９ 時 ）   

（ア )児童を見取る際の主なポイント  

   完成したミニパスファインダーの記述を見取る。特に自分で選んだ本の紹介文の      

構成や内容が適切であるか、考えの形成が見られるかの記述分析を行う。  

（イ）指導と評価の実際   

①第９時の授業の概要   

    前時に整理した本の情報をミニパスファインダーの紹介文の形式に書き換える  

ことを学習課題とした。まず、教師見本を読み直し、一段落目「本の概要と筆者情

報」、二段落目「重要な図表の説明」、三段落目「筆者の主張と自分の考え」という

三段落で構成されていることを確認した。次に、タブレット端末を用いて個々に書

き換えを行った。必要に応じて、本を読み直したり、助言し合ったりする時間を設

けた。書き換えができた児童は、ミニパスファインダー全体のつながりを見て、適

したタイトルを検討させた。  
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②実際の児童の姿   

○「おおむね満足できる」状況と評価した例  

 図４は、児童２が完成させたパスファインダーである。ステップ３に着目する

と、筆者情報や図の説明、筆者の主張の引用が適切に書けていることが分かる。

また、自分の考えとして「地球温暖化防止の取り組みを知り、私たちも一緒に考

えることが地球を守ることにつながると思います。」という記述が見られたため、

考えの形成がなされたと判断し、「おおむね満足できる」と評価した。  

 

 

図 ４ ： 児 童 ２ が 完成 さ せ た ミ ニ パ スフ ァ イ ン ダ ー  

 

○ 「 十 分 満 足 で きる 」 状 況 と 評 価 した 例     

  ス テ ッ プ ３ で 重 要 な 図 表 を 適 切 に 選 ん で 説 明 し て お り 、 筆 者 の 主 張 を 受

け た 自 分 の 考 え が 具 体 的 か つ 説 得 力 の あ る 書 き ぶ り で あ る も の 。 ま た 、 ミ

ニ パ ス フ ァ イ ン ダ ー 全 体 を 構 成 す る 「 タ イ ト ル 」 「 キ ー ワ ー ド 」 「 本 」 の

関 係 に 整 合 性 の ある も の 。  

 

○ 「 努 力 を 要 す る」 状 況 と 評 価 し た例  

  ス テ ッ プ ３ を条 件 に 合 っ た 三 段落 構 成 で 書 け て いな い も の 。  
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（ ２ ） 実 践 を 終 え て  

 

  

  １  学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 に つ い て  

  ・言語能力の育成  

本実践では、調べ学習の手引きである「パスファインダー」を簡易化した「ミニパ

スファインダー」をつくる言語活動を設定し、複数の情報を関係付け、考えを形成す

る力の育成を図った。教科書教材だけでなく本も扱うことで、多くのキーワードを関

係付けたり、図表を比較したりしながら読み、そこから生まれた考えを表現する姿が

見られた。  

・情報活用能力の育成  

これまでタブレット端末を中心に行っていた「情報の収集」を見直し、学校図書館

での本の検索及び、本からの情報の取り出しを、単元を通して行った。本を通じて情

報のまとまりを把握したり、情報の収集の際のキーワードの選び方を考えたりするこ

とができた。「整理・分析」の学習活動はタブレット端末上のワークシートを使うこ

とで、柔軟な思考操作を促すことができた。また、総合的な学習の時間では共同編集

の機能を使い、協働して効率的に編集する方法を身に付けた。  

  ・問題発見・解決能力の育成  

   地域の環境保全団体や公共図書館との連携によって、地球温暖化問題について当

事者意識をもって捉え、「今の自分にできることは何か」を考える態度を養うことが

できた。また、国語科の既習の内容から自身の課題や目的に合った表現方法を選択さ

せることで、問題解決の道筋を考える力を養うことができた。 

  

  ２  教科等横断的な視点に立った評価について  

  本 実 践 は 、 国 語 科 と 総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 関 連 さ せ て 、 学 習 の 基 盤 と な

る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 図 っ た 。 評 価 に お い て は 、 国 語 科 の 学 習 で 身 に 付 け

た 能 力 を ど の よ う に 総 合 的 な 学 習 の 時 間 で 発 揮 し て い る か を 見 取 る こ と が

重 要 で あ る 。 そ の た め に は 、 単 元 全 体 の 評 価 の 見 通 し を も っ て 、 国 語 科 の

学 習 で 育 成 す べ き 能 力 と そ の 規 準 を 具 体 化 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 総

合 的 な 学 習 の 時 間 で 、 児 童 が 国 語 科 の 既 習 内 容 か ら 適 し た 表 現 方 法 を 選 択

す る 学 習 活 動 を 設 け た よ う に 、 能 力 の つ な が り を 見 取 る こ と が で き る 単 元

設 計 が 必 要 だ と 感じ た 。  

 


